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１．はじめに 

平成19年12月に総務省から「公立病院改革ガイドライン」が示され、全国の自

治体病院は平成20年度内に「公立病院改革プラン」を策定することが求められま

した。    

「留萌市立病院改革プラン」は、「公立病院改革ガイドライン」の趣旨を踏ま

え、地域センター病院として果たすべき役割を明確にするとともに、経営の効率

化に向け収入の確保と費用の抑制を図り、医療の安定した提供の体制づくりを目

指し、平成21年1月に策定しました。 

その後、改革プランを着実に進めてきましたが、病院事業を取り巻く環境は改

革プラン策定後においても日々変化しており、改革プラン策定時における具体的

取り組みや収支見込みの前提条件が大きく変わってきていたことに加え、地域医

療の現状を踏まえて、運用病床数（回復期リハビリ病棟の開設）と総合内科医養

成研修センターの運営など地域における医療の現状や役割を再検討し、機能の充

実を図るため取り組むべき事業を追加した、「留萌市立病院改革プラン【改訂版】」

を平成23年11月に策定しました。 

また、これ以降、収支見込みや数値目標を予算・決算数値に置き直した補正を

行っています。 

 

 

２．改訂版<その2>の概要 

（１）改訂版<その2>策定の理由 

改革プランに基づき、医療の安定した提供の体制づくりを進めるため、医師確

保の取り組みに力を入れていますが、全国的に地域医療に従事する医師不足は深

刻な状況で、大学からの派遣に頼らざるを得ない留萌市立病院が今後も安定的、

継続的に医師確保を進めるためには、医療人の育成と地域とのかかわりをベース

とする医育大学との相互連携を軸とすることが重要だと考えられます。 

道内の医育大学では、近年、地域での医療実習を重点化しています。 

留萌市立病院においても、将来の医療人を志す異分野の大学院生の教育プログ

ラム実習や総合診療医の育成に向けた実習など、多くの医学生を受け入れていま

す。 

Ⅰ 留萌市立病院改革プランの改訂版  
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また、札幌医科大学では、平成29年度から医師養成の実習時間を拡充（52週か

ら72週へ）し、必修化することにさきがけて、平成25年度から診療参加型の臨床

実習が開始され、留萌市立病院のほか2病院が実習基幹病院として医学生を受け

入れています。 

このほかにも、地域包括ケアを担う総合診療医の育成に向けて、研修医の地域

医療機関での研修プログラムなども計画されています。 

 今回の改訂版では、今後、大学と地域との結びつきを強め、医師を育成・確

保していくためにも、施設や設備などの環境整備が求められることから、新た

な事業（建設改良事業）を追加しました。 

 

（２）改正点 

 ※（ ）は改革プランの掲載ページ 

Ⅳ 目標達成に向けた具体的取り組み（P20～P31） 

 ① 「３-１）医師及び医療スタッフの確保」の主な施策に、平成25年度中に

重点的に取り組む施策を追加しました。 

   なお、今回の改訂版<その2>の策定に伴い、収支計画と数値目標の補正も

行っています。 
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  留萌市立病院の役割は、地域に住む人びとの生命と健康を守るため、公平か

つ良質な医療を安定的に提供するとともに、二次医療圏の地域センター病院と

して24時間、365日対応する体制でこの地域の救急医療を担うことと、経営的

には不採算とされている診療科であっても、安定的な診療体制を維持・強化し

なければなりません。 

今回の改訂版では、地域医療に従事する医師の不足が深刻化している中で、

地域医療を守るために最も重要な医師確保を進めるための施策として、あらた

な項目を追加することとしました。 

 

 

【改革プランに追加するもの】 

『医学生、研修医の受け入れや医師確保に向けた環境整備』 

 

ア．医学生（臨床実習）受け入れの環境整備 

 医療の高度化、複雑化、多様化にともない、医師には高度かつ多様な知識・技

術の習得、コミュニケーション能力の向上が求められています。しかし、現在の

医学教育は見学型が多く、世界医学教育連盟（ＷＦＭＥ）の国際基準に近づける

ためには診療
※1

参加型臨床実習の充実が必要とされています。このため、札幌医科

大学では、地域医療機関での臨床実習時間の増加（52週から72週へ）が必修化（平

成29年度）されることになっています。 

 必修化に先立ち、札幌医科大学では、平成25年度から5年生、6年生を対象とし

た地域基幹病院との連携による診療参加型臨床実習を開始し、留萌市立病院のほ

か2病院が実習基幹病院として指定されました。 

 来年度以降、診療参加型臨床実習が本格化することから、今後も留萌市立病院

が実習基幹病院として選定されるために、他病院より優位性のある環境整備が急

務となっています。 

 

 

Ⅱ 目標達成に向けた具体的取り組み  

１．改革プランに追加する施策  
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※1 診療参加型臨床実習  

   医学生が地域医療機関に長期間滞在し、病院で医療チームの一員として診

療業務を分担しながら、医師としての職業的な知識・思考法・技能・態度の

基本的な内容を学ぶことを目的とした実習で、単なる知識・技能の習得や診

療の経験にとどまらず、実際の患者を相手にした診療業務を通じて、医療現

場に立った時に必要とされる診断および治療等に関する思考力、対応力を養

います。 

 

イ．研修医（総合診療医）受け入れの環境整備 

この地域での高齢化は数年後にピークを迎えることが予想され、医療対象人口

やみとり（死亡者）人口が増加することから、地域医療の現場に医療や介護、福

祉サービスなど様々な生活支援サービスを日常生活の場で提供する地域包括ケ

アが求められ、そのためにも総合診療医の必要性が増しています。 

 道内医育大学では、地域包括ケアを担う総合診療医の育成に向けて、卒業後の

研修プログラムとして地域医療研修を進めていて、留萌市立病院も研修病院のひ

とつとされていますが、選定されるためには優位性のある環境整備が急務となっ

ています。 

 

ウ．病院施設の機能充実 

 医療制度や環境の変遷により、建設当初は想定されていなかった医療連携、診

療録管理、治験、在宅医療、医療安全、院内ボランティアの充実が求められてき

たことから、施設内部のスペースを改修することなどでやりくりしてきました。 

 平成25年度7月現在、8名の女性医師（全医師数28名）が在籍し、出張医でも女

性医師の派遣が増えています。医育大学の医学生の約3割が女性であることから

も、今後、ますます女性医師が増えていくことは必至で、男性医師を基本に整備

された院内施設を女性医師が働きやすい環境に整備することが急務となってい

ます。 

 また、急激に変化する医療制度や医療現場環境に対応するために、院内での各

職場における自主的研修が増加し、さらには、医学生実習の受け入れにより実習

やＴＶ会議、講習会が開催されるなど、研修室（会議室）の整備が急務となって

います。 
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■ 診療参加型臨床実習の医学生や総合診療医養成の研修医の受け入れ、病院

機能の充実をはかるための施設を整備します。 

 

  ・構造  木造2階建て 

・面積  延べ床面積 453.60㎡ 

・事業費 1億2,335万3千円（備品含む） 

  ※事業費は概算 

・医学生宿泊施設（1ＬＤＫ 4戸） 

・医師住宅（1ＬＤＫ 2戸） 

・病院施設の機能充実のため、研修室、備品庫を整備 

・建設年度は平成25年度 

・救急やお産など緊急診療の臨床実習を想定し、本院と渡り廊下で連結 

 

 

留萌市立病院は自前で医師住宅を有していないため、医学生や研修医の実習 

病院として選定されるためには、住環境の整備が急務となっています。 

今回の施設整備によって、医学生や総合診療研修医にとって長期間に及ぶ実

習でも個人の空間が確保され、勉強に専念でき、安心して生活できる環境が整

うとともに、医育大学に向けては、他の基幹病院よりも一歩先を行くような特

色ある環境整備としてアピール度も高まります。 

医学生が留萌市立病院で長期の臨床実習を行うことにより、その医学生を指

導する指導医が留萌市立病院の勤務医として赴任することも期待できます。 

また、大学と実習病院という関係が太いパイプでつながることによって、将

来的にも大学から留萌市立病院へ地域医療を志す医師の派遣継続が期待でき

ます。 

施設に備品庫を整備することで、院内の備品庫機能を移設し、院内に女性医

師用の更衣室やトイレを整備し、今後増えると考えられる女性医師が働きやす

い環境を整えます。 

  施設に研修室（会議室）を整備することで、院内教育や医学生実習の環境を

充実させるとともに、スキルアップを目指す医療職の意欲の向上にもつながり

ます。 
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○ 平成25年5月22日に、札幌医科大学と留萌市は市民の健康と福祉の向上、

人間性豊かな医療人の育成に寄与することを目的に連携協定を締結しまし

た。これまでも、コホート研究や医学生の医療実習など協働で医療人の育成

を進めていく上での下地ができていましたが、これからは、この協定を基礎

に、地域医療実習・教育や市民への情報発信などによって、医療・介護・福

祉の充実が期待されます。 
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Ⅲ 留萌市立病院改革プランの数値目標  
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○ 収支計画（税抜き） 

上段の（  ）は「改革プラン（補正前）」の数値、下段は補正後（24年度は

決算案）の数値（単位：百万円） 

 

Ⅳ 病院事業会計収支見込み（税抜き） 

 １．収益的収支 
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○ 経常収益 

１．入院収益・外来収益 

平成24年度決算の1 人当たり単価をもとに、各年度の収入増に向けた取り組み

を考慮し、診療体制を勘案した患者数を乗じて計上しています。 

２．一般会計繰入金 

ルールに基づき、企業債の利子償還や政策的医療に要する経費などに対する繰

入金に加えて、看護師確保などの支援を計上しています。 

３．その他収益 

特別室、個室の室料、健康診断や人間ドック、検査受託収益や道からの補助金

などを計上しています。 

○ 特別利益 

１．病院特例債元金償還に対する支援を計上しています。 

○ 経常費用 

１．人件費 

スタッフ確保計画をもとに各年度の増減員、昇給等を見込んで計上しています。 

２．材料費 

1人当たりの単価をもとに薬品費、診療材料費などを計上しています。 

３．経費 

光熱水・燃料費、委託料など病院の管理運営に要する経費を計上しています。 

４．減価償却費等 

病院建設や医療器械購入などにより発生した減価償却費を計上しています。 

５．支払利息 

病院建設や医療器械購入などの財源として借り入れた企業債に係る支払利息

を計上しています。 

６．その他費用 

研究研修費や医業外の経費（医学生宿泊研修施設の運営費を含む）を計上し

ています。 

○ 特別損失 

１．過年度の修正損や貸付金の償還免除費などを計上しています。 

※ 平成 26 年度に実施される診療報酬の改定や消費税率の改正は、詳細が不明

であるため見込んでいません。 

※ 平成 25 年度については、今後の補正見込を含めて試算しています。 
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○ 収支計画（税抜き） 

上段の（  ）は「改革プラン（補正前）」の数値、下段は補正後（24年度は

決算案）の数値（単位：百万円） 

 

 

 

 

 

２．資本的収支 
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○資本的収入 

１．企業債 

医療機器購入費及び施設建設事業費の財源として、借り入れを予定しています。 

２．他会計出資金 

繰出基準に基づき、企業債償還元金に対する一般会計からの出資金を計上し

ています。 

３．他会計補助金・負担金 

一般会計からの繰入金のうち、投資的なものに関するものを計上しています。 

４．その他資本的収入 

投資事業に対する補助金などを計上しています。 

 

○資本的支出 

１．建設改良費 

医療機器購入費及び施設建設事業費を計上しています。 

２．企業債償還金 

 病院建設や医療器械購入などの財源として借り入れた、企業債の元金償還金

を計上しています。 

３．その他資本的支出 

看護師等修学資金貸付金、研究資金貸付金などを計上しています。 

 

 

※ 今回の施設建設事業費は、医学生宿泊施設については一般会計からの繰入金

で、医師住宅及び病院施設については企業債の借り入れで賄います。 

後年度に発生する企業債の元利償還金は、ルールに基づいた繰入金と、施設

の運営収入で充てることができない部分については財源補てんの繰入金で賄

うこととしています。  

※ 平成 25 年度については、今後の補正見込を含めて試算しています。 
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              〒077－8511   
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